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平
成
十
七
年
二
月
五
日
心
筋
梗
塞
で
津
山
直
一
東
大
名
誉
教
授
が
急
逝
さ
れ
た
。
八
十
一
歳
。
密
葬
の
あ
と
五
月
八
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で

お
別
れ
の
会
が
行
わ
れ
故
人
の
業
績
と
遺
徳
が
偲
ば
れ
た
。
先
生
の
御
生
涯
を
追
想
す
る
写
真
展
示
も
あ
り
、
そ
の
幅
広
い
、
人
間
味
豊
か
な

人
生
に
参
会
者
は
氏
の
急
逝
を
惜
し
む
こ
と
し
き
り
で
あ
っ
た
。

先
生
は
一
九
一
三
一
（
大
正
十
三
年
、
十
二
月
八
日
神
戸
市
で
出
生
、
七
年
制
の
私
立
甲
南
高
等
学
校
理
科
乙
類
か
ら
東
大
医
学
部
に
進
み

一
九
四
六
年
九
月
卒
業
、
第
一
回
イ
ン
タ
ー
ン
医
師
国
家
試
験
を
一
九
四
七
年
十
月
二
○
日
に
合
格
、
東
大
整
形
外
科
に
入
局
、
一
九
五
四
年

東
京
医
科
歯
科
大
学
整
形
外
科
助
教
授
、
一
九
五
五
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
胃
亘
展
号
目
一
○
再
ｇ
ｇ
①
号
冒
豊
邑
に
留
学
、
つ
い
で
西
ド
イ

ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
整
形
外
科
学
教
室
に
学
び
一
九
五
八
年
東
大
助
教
授
、
一
九
六
○
年
医
学
博
士
学
位
授
与
、
一
九
六
五
年
東
大
整
形
外

科
学
教
室
第
四
代
目
教
授
に
就
任
一
九
八
四
年
定
年
退
官
、
こ
の
頃
か
ら
本
学
会
に
顔
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
職
中
の
整
形
外
科

関
係
の
著
作
は
名
著
『
筋
電
図
の
臨
床
」
（
時
実
利
彦
共
著
）
他
十
四
冊
、
翻
訳
書
十
一
冊
が
あ
り
。
日
本
の
戦
後
の
整
形
外
科
発
展
の
リ
ー

ダ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
国
際
整
形
災
害
外
科
学
会
（
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
）
の
日
本
代
表
と
し
て
一
九
七
八
年
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
大
会
（
京
都
）
を

元
本
学
会
員
天
児
民
和
会
長
二
九
○
五
’
九
五
）
の
事
務
総
長
と
し
て
開
催
し
名
声
を
博
し
た
。

一
九
八
四
年
国
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
、
ン
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
総
長
、
一
九
九
二
年
退
官
後
は
日
本
肢
体
不
自
由
児
協
会
会
長
、
整
形
災

害
外
科
学
研
究
助
成
財
団
理
事
長
と
し
て
逝
去
の
日
ま
で
宿
痂
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
戦
い
な
が
ら
尽
力
さ
れ
た
。

人
格
高
潔
で
、
東
大
医
学
部
で
は
文
の
人
と
し
て
知
ら
れ
、
堪
能
な
ド
イ
ツ
語
、
英
語
の
詩
の
翻
訳
も
見
事
な
作
品
を
残
し
て
い
る
．
し
か

し
こ
れ
を
誇
示
す
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
が
文
学
の
專
門
家
が
驚
嘆
す
る
名
訳
で
あ
る
．
そ
の
一
部
は
随
筆
集
『
赤
煉
瓦
雑
槁
」
一
九
八
四

評
議
員
津
山
直
一
先
生
の
御
逝
去
を
悼
む

蒲
原
宏
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年
蝸
牛
社
刊
、
「
花
水
木
雑
稿
」
一
九
九
四
年
私
家
版
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
東
大
整
形
外
科
の
歌
」
も
先
生
の
作
詩
で
あ
る
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
全
国
大
学
の
「
整
形
外
科
教
室
の
歌
」
が
作
ら
れ
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

祖
父
は
医
師
で
あ
っ
た
が
篤
信
の
仏
教
者
で
名
僧
七
里
恒
順
二
八
三
五
’
一
九
○
○
）
に
私
淑
し
先
生
を
訓
育
さ
れ
た
の
で
そ
の
影
響

で
哲
学
的
な
思
索
も
深
く
、
学
界
に
常
々
医
学
倫
理
に
つ
い
て
一
家
言
を
呈
さ
れ
、
信
念
の
人
と
し
て
も
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
整
形
外
科
の
歴

史
に
つ
い
て
も
伝
統
あ
る
東
大
整
形
外
科
教
室
の
失
な
わ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
の
調
査
を
筆
者
と
共
同
で
行
な
い
、
日
本
へ
の
整
形
外
科
移
入

日
本
整
形
外
科
の
歴
史
研
究
を
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
筆
者
を
日
本
整
形
外
科
学
会
、
国
際
整
形
災
害
外
科
学
会
の
桧
舞
台
に
引
づ
り

出
し
顕
彰
し
て
い
た
だ
い
た
大
恩
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

翻
訳
書
の
一
つ
に
ラ
ン
グ
（
三
月
閏
厨
邑
哩
の
「
整
形
外
科
の
先
達
た
ち
」
（
ン
昌
言
さ
唱
旦
○
員
９
９
の
号
の
．
己
念
因
陣
切
匡
く
冒
鴨
８
国
の
）

の
ル
ー
ツ
解
明
に
尽
力
さ
れ
た
。

翻
訳
書
の
一
つ

織
溌
・
蕊
‐
・
翻
蕊
癖
騨
鐵
蝉

屯唖-’
工一二

卍一五

屯＊l

職､
即_111

尋I『I

津山直一先生(1923-2005)

（
ン
昌
言
さ
唱
旦
○
員
ｇ
ｇ
ａ
園
．
己
霊
向
．
陣
切
匡
く
冒
鴨
ｓ
弓
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
「
雑
誌
整
形
外
科
」
（
一
九
七
二
・
七
～
一

九
七
八
・
一
二
）
に
連
載
さ
れ
、
整
形
外
科
の
歴
史
に
対
す
る

認
識
を
大
い
に
高
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
出
版
社
の
都
合
で
一

本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
惜
し
い
こ
と
で

あ
る
。
何
時
か
世
に
出
て
ほ
し
い
。
先
生
の
整
形
外
科
史
的
な

論
文
と
し
て
興
味
を
引
く
の
は
「
医
学
生
森
林
太
郎
（
鴎
外
）

の
外
科
学
教
科
書
へ
の
書
込
み
に
つ
い
て
」
（
雑
誌
整
形
外
科

三
九
巻
一
号
二
号
、
一
九
八
八
年
、
同
四
一
巻
一
号
、
一
九
九

○
年
）
の
詳
細
に
わ
た
る
考
證
が
あ
る
。
細
か
い
鴎
外
の
ド
イ

ツ
文
の
書
込
を
丹
念
に
検
討
し
、
医
史
学
研
究
者
と
し
て
も
並
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で
な
い
実
力
の
持
主
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
論
文
で
あ
っ
た
。
明
年
（
二
○
○
六
年
）
は
東
大
に
整
形
外
科
学
教
室
の
創
立
百
年
に
あ
た

り
、
東
大
主
催
で
第
八
十
回
日
本
整
形
外
科
学
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
先
生
の
急
逝
は
惜
し
み
て
も
余
り
あ
る
。
か

っ
て
先
生
が
主
編
者
と
な
り
日
本
整
形
外
科
学
会
生
み
の
親
田
代
義
徳
（
一
八
六
四
Ｉ
一
九
三
八
）
に
つ
い
て
東
大
開
講
七
○
周
年
記
念
事

業
と
し
て
「
田
代
義
徳
先
生
１
人
と
業
績
」
（
一
九
七
五
年
刊
）
を
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
三
○
年
に
亘
る
資
料
の
蒐
集
に
よ
っ
て
日
本

整
形
外
科
学
百
年
の
歩
み
が
ま
と
め
ら
れ
る
矢
先
に
あ
た
っ
て
の
先
生
の
急
逝
は
学
会
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
先
生
も
甚
だ
無
念
の
思
い
で
あ

っ
た
こ
と
と
お
察
し
申
し
上
げ
る
。
日
本
の
整
形
外
科
を
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
成
長
さ
せ
た
戦
後
の
先
尊
役
と
し
て

の
功
績
と
共
に
、
医
史
学
的
に
も
地
味
な
仕
事
で
あ
る
が
先
見
性
を
も
っ
て
日
本
の
整
形
外
科
学
の
歴
史
を
研
究
さ
れ
た
先
生
に
深
甚
の
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
本
当
に
惜
し
い
人
を
失
な
っ
た
と
い
う
惜
別
、
哀
悼
の
言
葉
を
も
っ
て
筆
を
お
く
。
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
。

合
掌
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こ
の
顕
彰
碑
は
、
か
っ
て
矢
数
道
明
先
生
が
主
導
し
て
建
て
ら

れ
た
大
塚
敬
節
先
生
顕
彰
碑
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
敬

墓
な
ど
も
あ
る
。

本
会
名
誉
会
員
か
つ
本
会
に
矢
数
医
史
学
賞
を
設
け
ら
れ
た
矢

数
道
明
先
生
の
顕
彰
碑
が
、
平
成
十
六
年
十
月
十
日
、
本
会
も
協

賛
し
て
竣
工
さ
れ
た
。

建
碑
地
は
東
京
都
文
京
区
小
石
川
三
丁
目
の
伝
通
院
に
あ
る
矢

数
家
墓
域
内
。
伝
通
院
は
浄
土
宗
の
名
刹
で
十
八
檀
林
の
一
つ
・

げ
い

応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
聖
問
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
寿
経
寺

と
称
し
た
が
、
慶
長
七
年
二
六
○
二
）
徳
川
家
康
の
生
母
・
伝

通
院
殿
を
埋
葬
し
た
こ
と
か
ら
伝
通
院
と
改
称
さ
れ
た
。
千
姫
や

清
河
八
郎
、
古
泉
干
樫
・
佐
藤
春
夫
・
柴
田
錬
三
郎
、
杉
浦
重
剛

重
言
‐
雲

沸
劣
夫
記
事
監
夫
弗
劣
監
夫
詫
夫
詩
夫
糸
詩
携
去
詫
夫
去
誌

矢
数
道
明
先
生
顕
彰
碑
建
立

小
曽
戸
洋

節
先
生
没
後
、
道
明
先
生
は
尊
敬
す
る
敬
節
先
生
の
顕
彰
碑
を
建

立
す
る
こ
と
を
企
て
、
関
連
団
体
に
働
き
か
け
、
敬
節
先
生
七
回

忌
の
昭
和
六
十
一
年
十
月
十
五
目
に
こ
れ
を
実
現
さ
れ
た
（
都
下

多
磨
霊
園
・
大
塚
家
墓
域
内
）
。
小
曽
戸
は
こ
の
と
き
道
明
先
生
の

督
励
の
も
と
、
各
団
体
か
ら
の
集
金
や
、
碑
文
の
文
案
作
り
を
担

当
し
た
。
当
時
の
道
明
先
生
か
ら
小
曽
戸
へ
の
指
示
書
が
い
ま
も

手
も
と
に
残
っ
て
い
る
。
日
本
東
洋
医
学
会
・
北
里
東
洋
医
学
総

合
研
究
所
・
日
本
漢
方
医
学
研
究
所
・
日
本
医
史
学
会
・
東
亜
医

学
協
会
・
修
琴
堂
同
門
会
の
六
団
体
が
協
賛
し
、
碑
の
扁
題
は
道

明
先
生
自
ら
揮
毫
さ
れ
た
。
碑
文
の
文
字
は
二
一
行
×
三
五
字
。


